
Ｇ
Ｃ
・
岩
手
県
・
下
舘
友
裕
さ
ん

東
日
本
ディ
リ
ー
シ
ョ
ー

２
０
１
３
～
２
０
２
２
年
度
Ｅ
Ｘ
ま
と
め

滋
賀
県
で
初
Ｅ
Ｘ
牛
誕
生

Ｅ
Ｘ
―
Ｅ
制
度
　
　

都
府
県
最
高
は
６
Ｅ

全　　　　　　　酪　　　　　　　新　　　　　　　報（３） 第２５７８号（第３種郵便物認可）２０２３年（令和５年）月日

ジュニアチャンピオン
カーミー　オーサム　アンス（父：オーサム）
岩手県　塩倉　健一さん

インターミディエイトチャンピオン
シミズフアーム　デンバー　リンジー　ＥＴ（父：デンバー）
岩手県　清水　繁勝さん

リザーブグランド＆リザーブシニアチャンピオン
セブンスヘブン　ＢＪ　チツプ　クラツシユ（父：クラツシユ）
岩手県　鈴木　稔さん

グランド＆シニアチャンピオン
ボーグ　チーフ　ラブストラツク　ＥＴ（父：チーフ）
岩手県　下舘　友裕さん

ジャージー種　シニアチャンピオン
ブライアー　カーン　オリバー　アプリ（父：オリバー）
岩手県　松川　穣さん

　

回
を
迎
え
た
２
０
２
３

東
日
本
デ
ィ
リ
ー
シ
ョ
ー
は


月
１
日
、
岩
手
県
雫
石
町

の
全
農
岩
手
県
本
部
中
央
家

畜
市
場
で
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
１
３
２
頭
と
ジ
ャ
ー
ジ
ー

種
９
頭
の
計
１
４
１
頭
が
出

品
さ
れ
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
審

査
員
は
北
海
道
広
尾
町
・
酪

農
家
の
佐
藤
孝
一
氏
、
ア
ソ

シ
エ
ー
ト
審
査
員
は
岩
手
県

葛
巻
町
・
酪
農
家
の
折
元
正

人
氏
が
担
当
し
、
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
未
経
産
５
部
、
経
産

は
国
内
種
雄
牛
娘
牛
２
部
を

含
む
８
部
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

は
未
経
産
、
経
産
共
に
２
部

で
あ
っ
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
＆
シ
ニ
ア
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
は
岩
手
県
・
下

舘
友
裕
さ
ん
出
品
の
「
ボ
ー

グ
　
チ
ー
フ
　
ラ
ブ
ス
ト
ラ

ツ
ク
　
Ｅ
Ｔ
」
が
栄
誉
に
輝

い
た
。
ま
た
、
リ
ザ
ー
ブ
グ

ラ
ン
ド
＆
リ
ザ
ー
ブ
シ
ニ
ア

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
岩
手
県
・

鈴
木
稔
さ
ん
出
品
の
「
セ
ブ

ン
ス
ヘ
ブ
ン
　
Ｂ
Ｊ
　
チ
ツ

プ
　
ク
ラ
ツ
シ
ユ
」
が
選
ば

れ
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
は
岩
手
県
・
塩
倉
健

一
さ
ん
出
品
の
「
カ
ー
ミ
ー

　
オ
ー
サ
ム
　
ア
ン
ス
」
、

リ
ザ
ー
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
は
岩
手
県
・
盛
岡

農
業
高
校
出
品
の
「
モ
リ
ノ

ウ
　
ワ
ン
　
ア
ン
ド
　
オ
ン

リ
ー
」
、
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ

エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は

岩
手
県
・
清
水
繁
勝
さ
ん
出

品
の
「
シ
ミ
ズ
フ
ア
ー
ム
　

デ
ン
バ
ー
　
リ
ン
ジ
ー
　
Ｅ

Ｔ
」
、
リ
ザ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー

ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
は
岩
手
県
・
（
一
社
）

葛
巻
町
畜
産
開
発
公
社
出
品

の
「
ク
ズ
マ
キ
　
ミ
ス
　
ニ

ル
ス
」が
選
ば
れ
た
。ま
た
、

乳
器
最
高
位
賞
に
は
岩
手
県

・
小
岩
井
農
場
出
品
の
「
コ

イ
ワ
イ
　
デ
ユ
ー
ク
　
キ
ン

グ
ボ
ー
イ
　
ア
ブ
ラ
」
が
選

ば
れ
た
。

　
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
部
で
は
ジ

ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は

山
形
県
・
Ｆ
ｅ
ｒ
ｍ
ｅ
　
Ｙ

ｕ
ｙ
ｕ
出
品
の
「
ユ
ー
ユ
ー

　
ロ
イ
ズ
　
ア
ワ
ー
ド
」
、

リ
ザ
ー
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
は
盛
岡
農
業
高
校

出
品
の
「
モ
リ
ノ
ウ
　
ア
ン

ナ
　
プ
ル
ナ
」
、
シ
ニ
ア
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
岩
手
県
・
松

川
穣
さ
ん
出
品
の
「
ブ
ラ
イ

ア
ー
　
カ
ー
ン
　
オ
リ
バ
ー

　
ア
プ
リ
」
、
リ
ザ
ー
ブ
シ

ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
盛

岡
農
業
高
校
出
品
の
「
モ
リ

ノ
ウ
　
セ
ロ
　
ト
ー
レ
」
が

選
ば
れ
た
。

　
ま
た
、
ベ
ス
ト
シ
ョ
ウ
マ

ン
賞
は
岩
手
県
の
大
崎
裕
二

さ
ん
が
獲
得
し
た
。
写
真
は

デ
ー
リ
ィ
マ
ン
社
よ
り
提

供
。

　
都
府
県
に
お
け
る
過
去


年
間
の
審
査
成
績
、
特
に
エ

ク
セ
レ
ン
ト
牛
に
関
し
て
ま

と
め
た
。

　
図
１
は
２
０
１
３
～
２
０

２
２
年
度
の

都
府
県
で
の

審
査
頭
数
お
よ
び
審
査
得
点


点
以
上
（
エ
ク
セ
レ
ン
ト


以
下
Ｅ
Ｘ
）
牛
の
割
合
で

あ
る
Ｅ
Ｘ
率
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
棒
グ
ラ
フ
が
審

査
頭
数
（
体
型
調
査
も
含

む
）
、
折
れ
線
グ
ラ
フ
が
Ｅ

Ｘ
率
を
表
し
て
お
り
、
左
縦

軸
が
頭
数
、右
縦
軸
が
割
合
、

横
軸
が
年
度
を
示
し
て
い

る
。
図
１
で
は
同
じ
牛
が
複

数
回
審
査
ま
た
は
体
型
調
査

を
受
け
て
い
た
場
合
、
受
け

た
回
数
そ
れ
ぞ
れ
を
１
件
と

し
て
集
計
し
て
い
る
。

　
審
査
頭
数
に
つ
い
て
は
２

０
１
３
～
２
０
１
９
年
度
ま

で
は
平
均
１
万
９
２
８
７
頭

で
推
移
し
て
い
た
が
、
２
０

２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
審
査

中
止
が
相
次
い
だ
こ
と
に
よ

り
、
審
査
頭
数
が
大
幅
に
減

少
し
た
。
２
０
２
１
年
度
は

関
係
者
各
位
の
ご
協
力
に
よ

り
、
４
０
０
０
頭
近
く
回
復

し
た
結
果
と
な
っ
た
が
、
そ

の
後
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に

よ
る
飼
料
価
格
高
騰
な
ど
で

酪
農
経
営
が
難
し
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
２
０
２
２
年
度

は
再
び
審
査
頭
数
が
減
少
し

て
い
る
。

　
一
方
で
は
Ｅ
Ｘ
率
は
年
々

増
加
し
て
き
て
い
る
。
２
０

１
３
年
度
は
約
１
・

％
だ

っ
た
も
の
が
２
０
２
２
年
度

に
は
２
・
６
％
を
超
え
倍
以

上
に
増
加
し
て
い
る
。
２
０

２
０
年
以
降
の
Ｅ
Ｘ
率
の
増

加
の
要
因
と
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
や
、
昨
今
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
や
円
高
に
伴
う
飼
料

費
高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
審
査
受
検
頭
数
は
減
少

し
て
い
る
が
、
会
員
各
位
の

長
命
連
産
に
向
け
地
道
に
改

良
し
て
き
た
結
果
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

　
な
お
、
Ｅ
Ｘ
を
獲
得
す
る

に
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
雌

牛
で
は

①
３
産
以
上
で
正
常
分
娩
し

泌
乳
中
で
あ
る
こ
と

②
３
０
５
日
検
定
の
実
乳
量

が
９
０
０
０
㌔
以
上
で
あ
る

こ
と

③
け
い
れ
ん
肢
が
な
い
こ
と

④
融
合
乳
頭
が
な
い
こ
と

と
い
う
高
い
基
準
が
必
要
に

な
る
。

　
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
以
外
の

品
種
で
は
②
の
条
件
が
異
な

る
の
で
注
意
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
で
は

３
０
５
日
検
定
実
乳
量
で
乳

脂
量
が
３
０
０
㌔
以
上
で
あ

る
こ
と
が
基
準
と
な
り
、
ブ

ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
種
で
は
３
０

５
日
検
定
実
乳
量
で
乳
脂
量

と
乳
蛋
白
量
の
合
計
が
５
２

５
㌔
以
上
で
あ
る
こ
と
が
基

準
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
高
い
基
準
を

求
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、

年
前
よ
り
頭
数
に
し

て
約
１
・
８
倍
の
Ｅ
Ｘ
牛
が

誕
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

乳
牛
の
改
良
が
こ
の

年
間

で
大
き
く
進
ん
で
い
る
こ
と

が
伺
え
る
。

　
表
１
は
過
去

年
間
の
都

府
県
ご
と
の
審
査
頭
数
、
Ｅ

Ｘ
牛
の
頭
数
と
そ
の
割
合
、

お
よ
び
都
府
県
内
で
の
最
高

決
定
得
点
を
ま
と
め
て
い

る
。
Ｅ
Ｘ
牛
頭
数
の
多
い
上

位

県
に
は
欄
に
色
が
つ
い

て
い
る
。
こ
の
表
で
は
、
複

数
回
審
査
ま
た
は
体
型
調
査

を
受
け
た
牛
の
場
合
、
そ
の

牛
の
最
高
決
定
得
点
を
獲
得

し
た
年
度
の
デ
ー
タ
を
採
用

し
て
い
る
。
１
頭
に
つ
き
１

件
と
し
て
集
計
し
て
お
り
、

農
家
を
移
動
し
た
場
合
は
農

家
ご
と
に
カ
ウ
ン
ト
し
て
い

る
。

　
Ｅ
Ｘ
牛
頭
数
が
最
も
多
か

っ
た
県
は
岩
手
県
で
あ
り
、

そ
の
頭
数
は
２
７
７
頭
、
県

内
の
Ｅ
Ｘ
率
は
約
２
・

％
、

審
査
頭
数
は
１
万
２
６
７
５

頭
。
２
位
は
群
馬
県
の
２
６

０
頭
で
、
審
査
頭
数
は
１
万

４
６
４
５
頭
、
Ｅ
Ｘ
率
は
１

・

％
。
３
位
は
熊
本
県
の

２
３
１
頭
で
審
査
頭
数
に
関

し
て
は
２
位
の
群
馬
県
を
約

１
６
０
０
頭
上
回
る
１
万
６

３
２
１
頭
で
あ
り
、
都
府
県

内
１
位
だ
っ
た
。
Ｅ
Ｘ
率
は

１
・

％
。

　
以
下
、
４
位
は
栃
木
県
の

１
９
５
頭
、
５
位
は
千
葉
県

の
１
２
０
頭
、
６
位
は
福
岡

県
の
１
１
５
頭
、
７
位
は
岡

山
県
の
１
１
１
頭
、
８
位
は

茨
城
県
の
１
０
４
頭
、
９
位

は
長
野
県
の

頭
、

位
は

愛
知
県
の

頭
と
な
っ
た
。

　
都
府
県
内
最
高
審
査
得
点

は

点
で
、
群
馬
県
と
岡
山

県
よ
り
誕
生
し
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｘ
牛
が
産
次
を
更
新
し

た
後
も
再
び
Ｅ
Ｘ
を
獲
得
す

る
と
「
２
Ｅ
」
と
な
り
、
以

後
同
様
に
Ｅ
を
獲
得
し
て
い

く
。
２
０
２
２
年
度
ま
で
で

都
府
県
内
最
多
の
Ｅ
は
６
で

あ
り
、
４
頭
が
獲
得
し
て
い

る
。

　
最
後
に
な
る
が
、
２
０
２

２
年

月
に
滋
賀
県
・
野
田

牧
場
の
「
ピ
ー
エ
ル
　
ク
ラ

ツ
シ
ユ
　
フ
ラ
ツ
シ
ヤ
ー

（
父

マ
ー
ベ
リ
ツ
ク
　
ク

ラ
ツ
シ
ユ
）
」
が
県
内
初
の

Ｅ
Ｘ
を
獲
得
し
た
。
各
都
府

県
内
で
初
の
Ｅ
Ｘ
牛
が
誕
生

す
る
の
は
２
０
１
４
年
の
島

根
県
以
来
８
年
振
り
で
あ
る
。

　
Ｅ
Ｘ
牛
と
な
る
に
は
体
型

だ
け
で
な
く
、
泌
乳
能
力
で

も
優
れ
て
い
る
必
要
が
あ

る
。
日
々
の
管
理
技
術
の
向

上
に
取
り
組
む
姿
勢
に
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後

も
優
秀
な
牛
の
誕
生
を
期
待

し
た
い
。


